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リスクベースメンテナンス（RBM）を用いた港湾鋼構造物の維持管理

外力が抵抗力を超えている状態を意味する。
損傷確率評価を行うにあたっては，
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（2） 飛沫・干満部
耐食金属ライニングには通常は安定した不働態膜が
形成され，著しい腐食は進展しないと考えられている
が，長期的には表面の発錆，もらい錆などの局部腐食
が進展する可能性を想定しておくことが必要と考えら
れる。また，漂流物







リスクベースメンテナンス（RBM）を用いた港湾鋼構造物の維持管理

－  61 － JFE技報 No. 11（2006年 4月）

材料と環境．vol. 45，1996，p. 244–255．
10） 沿岸開発技術研究センター．港湾構造物の維持・補修マニュアルの，
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